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5定 L /i「：ーのさ＇・ ~r:力 ＇！）， 奈の黄桜
阻 人民公社化に伴う新たな理論化2小一－IJ:.産手段の






















































































































(/1; 1 ) 福ぬ1E失『人民公社の研究』 （お茶の水脅
房， 1960年）， 117ベージ。

























































































































蹄 1議 第1t7Z 5カ年計両番の農業建設構想、
7生産関係ぬ「 一一（変 革｜生産カの投入｜開 懇
第1次Pカ年同級合作社叫）初歩的技術改良｜農民による
/1953¥1 出 l I 
!Iiし57Ji3分の l実現j新式市1農H i小規模開墾
第2次5カ年初級合f字社化;IJ農業機械化開始｜大規模開墾
！ 百 (1958¥m 自由 ！、
"' '"'¥-fi2/1・－沼山 1 
第九次5カ年高級会f字社化；J）農業機械化





,-; I ilf ！りl( ＂~~）150%完成 1 i土従（新式市力［



































ケー工業内.rl!A1 , 行；1産業の末発泣 かじ，初
級台WH士新式畜 ｝J告はという段階をあみH＇，し／ご
とちえハれる o ；；~i1H ぷ i,,·J じであるかん， ！J::.産WH系
日生産力と er，照応l'.j係におけるス i/-. l）ンのトラ
ケケー弔問と 1］じい qi同でも新式高力法見病ど
丸いえど〉ほど山点ほん：f jソ？にわれι台山た。
主ず新え者 ）J 世代の代 N. と千三えじれてい三メX~（；
ix. ( Hr.1$1¥ fiリのぞlニ店主・供給情況どみよう η 二（I)機
同；士 19S4年 G) J /) 'i-.:[Jc］祈式畜）J"/5-Jえ工fl令会議で士
¥J］に背Yえずることか決定され／こっ 1%1年山末主で
にゴ万｛，の普及士みごし、＂ Jっ 1%;)11てム｛を、・1:
j及（Hf社fヒの（i主 I）♂）なかで iゴ）］に1r1乃、jlた｝ti:2 
[1]1':l弓民旦 C/L's，議で守 民業機械化itト－； .'Jケ－
C川尊入に上ペーlごrf,li'.われるべきだという号えと，
Bi; 3表 1956年双輪双探査せ生産・供給計画i推移







52.5 I 50 
504. 6 I 408 . :l 





































































































































































































11 IJI v）現状では Il元民兵以外；上不毛足／＂ ＇：：いう労え
が批判され， 新式畜力民兵五三今後数年間の食結＇ t 示したものである。 1954年までの普及数が 4万台
jlf{ ,J) q1心的措／f,：と十る／＂；えかが採択された山村＼ Fあることを考えるといかに莫大な計両がたてら
こ;ftiれ、う：kでもなくそれ上り 2/j J-l玄えに問か れたか。玄た第 1次案と第2次案を比較すると55






























畝， 水DH｛む畝）， 双輪双持ち＇！ 1 1畑I0畝， 水田 7
水間150～自畝，年間＇..＇ Of:I稼動と Lて対Hi也＇.＇00畝，
畝唱 これから全国の；t要畳が 62l万台。 一字’たこの

































れはちがった形でス .'-I・ ＇）＞ 命題を出してし、る。先にあ














































































































た 1 そ Lてわがi斗のように“一窮7‘（l”（経済的にn




































11/J；名レ'i/dTJ'.では？“掛か” C~ ！U点の棚にかけてぶ〈ことを： ；卦という）と
I,] び）比較的傾維な）j／去を：とらなければたらhいの双輪双；咋引がこのような事態にた丸いたよλノだ。
I年VタトlLJv'）民業機械は大部分が平地の畑作や大lfo'iそ〈／）七しI）冷t 司、耕作HJ役畜の問題，った原因は，
つ技術条件， さ「） f－二n.とんど h；干iil企動力と
わか＼Jjはfr陵，水田が多






ろうが， 56年後半カ a仁〉徐々 に政策，1j同布引上信部
へと反省、が深まっていったようであるの
たとえば， l95(i {r-1月に発若くされた「1956～67 ) I'！然や資源条ft＼のaら農業機械.， （｝）要求t悔雑で
ここでL、うタト［じIv>t'! Cflh.•JI IHfilリあふ_I先に来日介したと年全国農業発展綱要草案 では、
解放直後I ンパインのみならず，:tトラクター，才3；），第ll以で 1956年かん：1～5年内に双i除双t:IN
ヅi辛から導入されて 56if普及に挫折した双輪メl;.()1¥
































































































UL I) I I日j｝（、＇1，：世社会 iJiM1'J1:uりJ(U'/J主主自主，;i;1:r:1
l,'(i.f', '/Jr / L i i主！I＇，出iti, I斗4<H1）、 り可、 , 0
( :I コ）イR'.1 ./ '.<'li '1 j L持f1I /, , ', f行Ji,LI J三tL・：乙 f
L Jil Vt I ' ' C: ; 'm 1/1 '. 'r 1, lシ，支；／1:I：.＇（，；，；：ご：！； i j久
劉少子JltilJ( lぃ il fテiおJ<:, υ~H·えはこ）！’d ＇：三：





































































(II '.l) ,;,•;;, 1圭「＂；c;v1,1 』 JI、，！，央“関子 !1~• ；（＇.、’ I•. p( :r l!J 
行I'!"!'tJ /1'. i誌”j（「学科』， l'J,'.l1, No. 5 ), 8ページ。
〔i4) 肉、毅 1I・ィ）〈東i斗，と！均二f!'t業｛， fr化的1:1治J（内
戦＇！；）とFV.＂自利・t a'-1mれ，{, （ドJ1弘前iJ（『£H,t1.:;';；表.~，注
文k~n; :1 {(J!, Al: ,;r, ,1政ffi斤；l',)ldf-, 1957 'I), l三l
J 、‘一一ノ。
(!15) ・f',三「改fel!式典 I_!, Hf /1；、新式；’＼＇. jl、！
CJ' [956～1%7f［.全斗！？ ＇主発 1fki,lJ •)li （れ1・市 4ギ） ,;< 」九L
.It,;, ·l•,1h＼有 /l:rn,tL 1958°! ), 71；，ベーシハ
〔i!6) ！在j¥f f交f<,J,-,';{E,' 'I [!11 ！•央 JJHI工作；，，；長 1










( i I 7 ) J:n山ik限延iを司王＞ i斗ぷf凶Jfアンノ経iij], 
沼おき：M2,;,19n7,112JJ) 11,n2’l i己｛／；時t,i;,J主；：
).J ' '{..ぺっ！： '!']!Jr!. 「1 v ‘、 7,, Iヰ村一； .t"',rc't 'V.，本立
.・, '. "J i '1 ・ユ。
( (I8) I •t ~/ i自製浩賢九1:U, ｛開i 将依的新 E~· JI i 
（『i¥1; I’Jjf!J(, 195(i'I, No.I), 79～80・＜ジ。
(,1.9) •j i",T 1/Jll•JBi 勺 1iif .!';c）｛：、；為械 iれ， .Ji1心i!':業
(, ( ii：辺 ili)JiY~ ,.:r刈 JO'•t• 川，：~ ¥:U, 1955;1, No・24),JO 




X,!I•戸f ［，「iti的JJl'U（『五千済研究J', 1957句， No. l), 
( ;u:l) JJ.i.4:-i出 Jミu•l 1 し，iにじける J;＇；， 業（，／'Ii仁ν＇），；命J'l』
( f ＇..ノノ’将涜似究 1'Ji, ,J,tt't 研究 i~＞ l'li [ij 'ti朴， Nn.4:l 
19, Ii｛正t,4:H7 ! J ), 10，・←ン η
enト1) )I (;/,'Ji 「t',＇，ザ丈合fr1ヒ＇i1二Ji'Wl,f・5:i.'攻主主i



































刊j』，］LJ:,7’I, No. 22), 1S4＂ージ。
(ltl川j ，；：林「検査伐 (1;, I I雨中Ii'~ 保 ·：r.'g.w 之六j
〔『；十blij経済.I], 1958年， No.ο，24ベ－ ; 0 
( ll:20) 『中国農村的社会主義高潮』， J:ffi!,217ベ一
二／。
（注:21) ~~敬， 154- ・ ,.j 




























I i軍総 i 






























小 i'l:rf;,j'j；千仁~と i'l L」.t］上び隣人に対する｝）1i：斗〈
it{' はその製r＼むをm場に売り出さ tr¥、ために， /JI］業
どみな Lたしかるに，人民公社で、は生産)j式と L
て 「亦UJ），主 1市！J瓜： m繁持！に：，，，た :;'1flWJi: I ;iつ
をとり， l勾剖i何n誌をめさ LてL、石ため、 二円 J7jf 
/ tふと ItEλぺL、 q111れIJj4家杉山i/"1'1 f本j,)l J.) 
J.1 ; ) 1；二トれる範同でit' lりIi作！； I立’t’Jヒ： ごい jI 
¥'a そ三 C.人民公fl：丁一業統，；十 fハ之と仁［仁場”l{ti)q十.［5よ
じni如水准，＇（ど司 L、＜ . ';¥ ＞＜／）方法て'.LdLr立が /,i]
主でな／ ー川市iL ＇－、範出，／｛ ': !. ・: ，＂；え Jなければな
じifト」、こと士IJ「） ；，＼寸.三 Lご.tjき六二I,',,
"1（公ti・t:Jt} .I; 'rt義；tl 9;)l）年日〕h，ノ；il'，ιてノ変化
しとと c_,.' 'i:- ff）） 公社仁i持数；t：ゴ1Ji fr,;Jと！，／＇； },~ 
',;) l、 'i(If十：n '~ ,jI it勺初J7(1Jj守 iをにこれ I1 , (iOf）ぺt
ゴ（）／Jと出；I;'; :! t ，ご旬、勺｝日付与二から：｛J｛干にf,j三グ》ご
二ll主；二減少しと 1，ど〕 1ゲ、 そ1J）だ1!{J: t jf，竺fl・Ye（，うs
;i、7,:, L /1, L ; :. ／，：：、 7立誌の空挺 ））理lj！が大き
, ，上、.・， .r ：，：－：午v')Lf I tr(τ 公？［ー.1・_J;, :I) ',l.淀川けで議
,:~ii /.1, /: ,I'二／ ',. 1 -~ /LI・, 治局，.1）焦点
f .'rを工Jよj-法、 I［：＿ 怪物日、， 公1hl；し＇）、 r~ 1、二上
きふ1、ろん、て ,h , i'二， 'l:Vi' t¥J /t；、ど Itl 1:ri'('j句士 i！ι 
Jj)jと寸，；：， ）；法、 :'.!¥thti土l.公社 l！）沿と J心ホ r/I 
二（I ）ン•： t 公tl: 0易it IT).¥;, ！と； tr;え i,).1
t( ，、ど L、＇） 1il J"ιゥ‘ふ石上う f二。二jl （.＇社、， I ),!,)i 
i}；（土従来（／）仁場fごみ要引をそなえい寸：， 4＇山：全｝
場単位としと＇； .1:す」ユ 1,円で， LI坊たる要件どは
f。 二とjlノは而1］業製11, UJ; I：地製1,
:l分類カ込統計び）なかに散見されるカ￥九であるc
k土えば．月E料では 1959'W!Oflに，化学月1.';JS}.
I・化 IJl:1, fT機肥料の 3分類が発夫されごいる（，I-lJ, 
f也｝j 'irl;lミび） i {l二・tNE'J;l1E1了「r:;J ：二it 「日！（ 粒JIE半li
Aゐ ri人~:!lてk、ると L、う i iべ， I 'WJ立~l".H l , t i世悦
！！と（二化学肥料などを若干 4ヒぜ／こ有機肥料であるの
二円ごとは！！月 i、〉かに玲年により厳格な規定のなさ





全/l]•，、て公社仁業 C' i',¥1］業とを 1!くの上九にうれliJして
みら山仁 J案と！巴う η
第7表 公干上工業と／，＼1］業とれ13:)Jlj
公十i r: ・'t /,¥lj :t 




iι }J ！日OllK¥VJ.'/I、山発1じ！？（ I ti: L 
住民＼~TH,; I J!.{￥機械の｛I安門， fJr式 lI！式民jlvl{Iりlj
出力 ~n の襲五'i と｛Iき！のみを行なろ i,
fi¥1, I i式民！1,(7内tMr ivJ 
イJ ;~:,_ I ・J-；てのti'c持1:.
St 3眠｜す，ごての製鉄
f主，＇；， I ＇；［二 i1wi't1, 1じ＇／：（t'-J}jJI'i乏 生 物γ：（r,J処JtHを
行なりれれ 行なう 1,(1) 
RiJ 織｜機械動力が使!Hされた i
もの ｜ 
l.'I 2 l とのように定義される公社工業の発展に／，、て
!IJ 固定的な生産場j,f「を t》•＇）こ
〔之1 経常（Iロ に T.＇.；／＇~牛島産に従来するヴ；｛動古を t －－、 19fi8年からGO￥にかけて急速な前加がよみとれ
三と， る。






I- l農機具 「脚電力（万KWA) I 工場！ ｜ 
（万）｜従業員（万人）｜ （億件）
1宮崎；；律問損.! 8 ~· 1151;6~0 1鰭1~) 
59!40州（保有量） I 8 I l.~ 凧 I 
60; 12 3'/ l～5月22¥I : 125～l70（店主｜
















































問58年｜問。億，1,ms ！酬意元 lI晴 元
1959年 1 120億山 m3 I 120億元｜ :10億元





































｜ 航 外 1f1 tfi ！社前j完成度
｜紙幣i1;im1r:• なわけりi 全体（~［！国常伺
(1)1955年春 I124_2114.2 / 20：自（） I 
1955年計両｜ I I 11.4: 88.li I 
(2)22省・市・！ ｜ （ ｜ 
（叩）［幻70.21 3.09i 1叫： 9持.7614川 η1958.4.15 i I 1 
現在 I I I . 
r:,・,26省・市・｜ I : I I 
(f~詰区6.6) I叶151 4 5: 1.44; CJ8.巾鋭J 1侃












































第 1 褒 労 1効力配分 推移と制度の変遷
｜非 農 業｜ ｜人民公社｜
年 次｜該＇＇ j 地域・備考｜ 「一｜農業｜ ｜生産隊
｜迂業投資関係トその他｜ ｜生産大隊｜
1957年11月～58年4月｜全国 ！水利60～70%1 1 
Ii§！閏年8瓦一ご二二一人民公証設立決議（大規模所在制与の担割）｜ I lt40～50% 
1958年9月～59年1月｜全国 ｜鉄・小工業｜ IJ 
1959年2月 ｜広東全省（3) I 40～50% 
I l 、－『....－’
1959年2月 ｜広東省指示（59年百十両）川 J 45% [ 55% 
1959年2月 ｜湖南省5箇人民公社（2)(59年計甑） ｜公社工業25%以下
I 195持 制一一 面草山蚕語生産大隊をl基礎とする3親所有制｜ I 10～80% 
1960年10月 ｜広東情市人民公社（4) ｜以前の46.5→29% ｜以前の
1960年12月 1時全省何） ｜ ヲ「｜室長雨川i襲撃鍛｜鋭
I I I ¥SO%以上1960年前半 ｜全同（Ii) l公社工業年間｜ I 
I 13.5% 1 
1960年後半 1全国（日） ｜公社工業の表｜ ｜ ｜人民公地；
I l送 I I ｜のみ2%(7)
1960年後半～6苫年春｜全国 1水利建設の衰1 I I 
I I退 I I I (61年5月）




(:l）陶鋳報告， r新薬半月l'I］』〔1959年， Nn.H), :izページ，l
(l）『人民日報』， 1960年10月18日， 7ページc
(G）張徳生報告，『人民日報』， 19601,f.12}]12日， 7ページ。












































































（’，1 I ) i, fj！’ i ＇.~怯，！;ii分iZ白i(, !~J (LI 1'1），主治』，
i問日， No.J ), lSベーンo
(rl '.!) u 大義「，；：長，／~J;'.''f"-tf今新法！；：長；fil,p丹 (r'Jitlコ｛1:)
L~r.\ ff紋，JM1LI, 1958"1, No. 7）。
( ti:l) 句、 i,r：：写「I？業ti大向仁、：｛＇1t1(i(J笈l,＼統JiJ 
法1:1必J0'*1':-二if丙’先』， 1958{1', I¥'札 8）。
({14) U＜ぴf「i!£A: 1 “ト｛七lit＇”I（『，；［・[Ii［りがt"iム
iリ：，＇-H, T¥ o 1() ), '.l7 ・ しー／。
(ij 5) ii/I 日，，琳，汁 i(,L~i 1／じ i正f昨irJ:H.~: Irイ1:1サ1:,1
:/_( I ffil:・? i主，L 1959'1', No. 1：，），；甘i一、／。
Ci Ii) ;rpijf：に手.J ／，ト「H ［~nq “－ l.'.i'J.:’：“ト鍛”
, I ;i1時j”J([",;[,liJ 与｛先，U,1959’t,No.JO), fi ,--> 
1'1同詩；i，総 ＇：.10.「lI J!i'.:nヰ“ i,izMi”J （『Jphi与統，；i』，
1%'l斗， '.¥lo8), :17－；ン。
Ot 7) ［注ザi'iJ:.J,lt','J （『J[ltif.干｛舟』， 19:',5:r, No 
fi), 2,1 :.-0 
( {J 8) S. Jshikawa, N“tional Inn川 1eand ぐa-
j>itαl Formation i1 ,1はαinlandChina (The lnstitute 
of Asian Economic Affairs, 1%5), p. 164. 
( i 9) 1；＼家紙片長u会凶j込U1,1K、台バ 1i)j /1"生＇I
I !Y；於19.'iHil-/'.tifiJt経済計凶長祁 i唆’＇Jbf(ryt白1'.r下l説明！
(f ,I vi,j絞向』， 195711, :¥o-8), 25ベー＞o
( <l 10）『人J(llf載』， 195持＇i'fi )J 2:l H 。
ei111) r人J1c1：報』， 19日＇I6 J J 7 1ti ＂位。
( ;112) {7Ji,('i' IJ IU(l95811, No. l), 107－－－ジc
( d 1:n r,; i:, 1. Y、I人i口：；.－ n,.1,FJF・f¥:,n，而i,i:，与え 『人l¥':
土、；i)I。
( ?I Iヰ） I I. I:l"Jおゴy本h・！，。























I f:ドj耕J；｛正法一ーに it＜~ーしし， ウfy トフ才」ゲ
ルの水の理論を次のように紹介する。「この r手f'!J
耕，］農耕方式ij、司 零細Jな沖地か「，li占有の生産a をあ




する r その＝ γ、濯親日）発展，組台せ耕種i去の進
展は， 農業生産力発展のこと要契依正／£り，亡のた
めの耕種技術の習得において労働力の質的水準の






































































































農業生産ていみようだ。第 l次 5カ年計雨期に，水平lj建設（＇）邑視などノ＼の道がひムカー ;j］.、化拡大，
財 Iて業への投資配分が比較的梓県本建設投資と良主生産財仁；；，＇.内建：立の泌程で成
より基本的な理由として-）のま型出であるが，ぴ）人iで公社の首1]1£ [: JεLて，i'1: L ／：こことを知1っ／こc
喪主労働生wttが｛氏く商品化部分が少｛士記 ltこ‘｛／）変遷は士山 7}(,f:IJ を汗めに；；~業役資関係部門じ＇） frl
fお2Iこは，新式畜力民Ifい三とに由来する(ll8）。人i℃_'i';tf:長と性；J去にWli主して L 石ことホ知＇＇よこ











































（注 4) 山本秀夫， 21ページ。
（注 5) 山本秀夫， 25, 26ベージ。
(i-「6) 山本秀夫， 29ベージ。
（注 7) 山本秀夫， 30ページ。
（注 s) rn：杭「大媛進政策の再評価J（『アジア経済』，
第 8 巻第12~. 1967年12月）で商品化食湿の不足の解決
と農村工業土の閣係について詳し〈分析しておいた。
（注 9) 拙稿「自立的民族経済の建設方針と農業機
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